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報　告  Ⅰ

保存管理計画策定までの経緯と経過
福島　永（辰野町教育委員会 生涯学習課文化係長）

１. 指定地の概要
　(1) 所  在  地
　　　長野県上伊那郡辰野町大字小野 5983 番地１
　(2) 指定年月日　
　　　大正９年（1920）７月 17 日
　(3) 面　　積
　　　2.24ha
　(4) 生育本数（平成 28 年現在）
　　　生存個体 911 本
　　　枯死個体 121 本

２. 保存管理計画策定までの経過
　(1) 天然記念物指定までの経緯とその後の経過
　小野のシダレグリ自生地付近の楡沢地区は、江戸時代からの入会地であり、刈敷山であったこ
とから、肥料や飼料用の草木の採集地として、すべて刈り取られてしまう地域であった。しかし、
シダレグリはその特有の樹形や伝説などから、意識的に切り倒さずに残され、今に伝えられたの
ではないかと推察される。
   明治以降には、天狗社が移設されるなど、天狗の伝承とあわせて、独特な雰囲気を持つ「特異」
な場所として守られるようになってきたと考えられる。
　大正 8 年（1919）に史蹟名勝天然紀念物保存法が施行された際には、すでに指定候補として
その名がみられ、翌年に初めて指定された天然記念物（10 件）のうちの 1 件となった。
　その後は地元住民の行楽の場や、小学校の遠足の目的地として、多くの人に親しまれてきた。
　昭和 39 年（1964）には、天然記念物の指定を含む一帯が「塩嶺王城県立公園」に指定され、
周辺が公園としての整備が始められた。昭和 57 年（1982）には、県の第２次林業構造改善事
業によって「しだれ栗森林公園」として整備され、多くの利用者が訪れるようになった。この際、
指定地に隣接する東側および西側にシダレグリが植樹された。
　この頃からシダレグリは町を代表する木として認知度も高まり、昭和 60 年（1985）には町
木として指定された。

　(2) 保存管理計画の策定
　指定地は辰野町の林務担当課が管理を行ってきたが、平成 18 年以降は「小野のシダレグリ自
生地保全友の会」が設立され、同会に参加するボランティアに維持管理活動が引き継がれた。
　同会では、シダレグリの生長を阻害する下草の刈りとりや、雑木の伐採等を実施し、生育環境
の改善を目指して活動を行ってきた。
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　しかし、活動実施後も巨木の枯死が目立つようになり、それまでの対処法や、維持管理につい
て再検討する必要にせまられた。このため、専門家を招いた保存管理計画策定委員会を設置し、
保存管理計画に基づく作業を実施することとした。

　(3) 保存管理委員会の組織
　保存管理計画を策定するにあたって、これまでに保存管理計画を策定した実績のある業者に委
託することとし、入札の結果（株）環境アセスメントセンターに事業を委託することとした。
　委託業者との協議において、シダレグリの保存管理計画策定のための委員会を立ち上げること
とし、信州大学農学部教授の大窪久美子氏を委員長とし、副委員長には中村寛志氏（信州大学名
誉教授）、委員として本間暁氏（前文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官）、田村宏平氏（長
野県樹木医会）、地元からは堀内敏文氏（町文化財保護審議会長）等の関係者を委嘱し、あわせ
て関係する行政機関をオブザーバーとした委員会を立ち上げ、保存管理計画の策定を実施した。

小野のシダレグリ自生地保存管理計画策定委員会構成

区　分 氏　　名 所　　属
〔所属の後の（）内は専門分野〕

策
定
委
員

有
識
者

 大窪　久美子（委員長）  信州大学農学部教授（植物）

 中村　寛志（副委員長）  信州大学名誉教授（昆虫）

 田村　宏平  長野県樹木医会（巨樹保全）

 本間　暁  前文化庁　文化財部　記念物課　主任文化財調査官（植物）

地
域
関
係
者

 毛利  光政  元辰野町誌編纂委員

 堀内　敏文  辰野町文化財保護審議会会長

 三浦　孝美  辰野町文化財保護審議会

 小野　猛夫  小野山林組合長（土地所有者）　平成 27 ～ 28 年

 小野　幸春  小野山林組合長（土地所有者）　平成 29 ～ 30 年

 小澤　英雄  小野山林組合長（土地所有者）　平成 31 年

 遠藤　剛  小野のシダレグリ自生地保全友の会　会長

 赤羽　圓治  小野のシダレグリ自生地保全友の会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

関
係
行
政
機
関

 田中　厚志  文化庁　文化財第二課　文化財調査官

 贄田　明  長野県教育委員会事務局 
 文化財・生涯学習課　文化財係　　平成 27 ～ 28 年度

 上田　典男  長野県教育委員会事務局 
 文化財・生涯学習課　文化財係　　平成 29 ～ 30 年度

 山崎　尊司  長野県環境部自然保護課　平成 29 ～ 30 年度

 丸山　和耶  上伊那地域振興局環境課　平成 29 ～ 30 年度

 武井　智貴  辰野町役場産業振興課林務係　平成 29 年度

 福島　和樹  辰野町役場産業振興課林務係　平成 30 年度

事
務
局

 宮澤　和德  辰野町教育委員会　教育長

 原　照代  辰野町教育委員会事務局　生涯学習課長

 福島　永  辰野町教育委員会事務局　生涯学習課　文化係長

 森下　春  辰野町教育委員会事務局　生涯学習課　文化係　平成 29 ～ 30 年度
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基調講演 Ⅰ

天然記念物の保存と活用
本間　暁（前文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官）

１．講演の概要
今講演の内容は下の 5 項目です。以下にその概要をまとめます。
(1) はじめに
(2) 保護管理と整備活用の変遷
(3) 天然記念物整備活用事業
(4) 保存と活用の事例
(5) 保存と活用の考え方

　(1) はじめに 
　天然記念物の保護制度は、大正８年に制定された「史蹟名勝天然紀念物保存法」（旧法）から
始まり、現在の文化財保護法に引き継がれてきました。天然記念物は動物や植物、地学的現象な
どの自然物や自然現象が指定の対象であり、他の文化財と扱いなどが異なる面があります。保存
と活用を保護管理と整備活用として考えること、旧法とはどんなものかなど、概要を説明します。

 (2) 保護管理と整備活用の変遷
　最初に解除件数から保護管理の必要性について考えてみます。保護管理と整備活用が旧法時代
はどのような考え方なのか、文化財保護法ではどのように変化したか、文化財の整備活用などと
ともに保存と整備の変遷について簡単に話をします。

 (3) 天然記念物整備活用事業
　天然記念物を対象に、活用のための整備を実施したパイロット事業が行われました。それまで
は天然記念物は整備事業の対象ではなく、最初の整備活用事業です。

 (4) 保存と活用の事例
　整備活用事業後に、天然記念物を対象に保護や整備の目的で行われた事業 3 例を紹介します。
昭和 40 年代から維持管理が行われてきたものも含め、地域で保護管理を適切に行い、それを活
用するために実施されてきたものです。それぞれ異なった観点から行われたもので、特徴的な部
分も見られます。

 (5) 保存と活用の考え方
　最後に、天然記念物の保護管理や整備活用を行う際の考え方をまとめます。保存と活用のため
には、保護管理をきちんと行うことが重要であり、その実施主体、活用のための仕組みなどにつ
いて説明します。過去にまとめた図表をもとに、考え方や課題などを紹介し、今後の議論の参考
になればと考えています。
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２．基調講演のスライド
　以下は、講演に利用するスライドです。講演の際の資料にしてください。

Ⅰ はじめに

Ò 天然記念物
É 大正８年制定の史蹟名勝天然紀念物保存法に始まる
É 動物植物及び地質鉱物のうち学術上貴重で、我が国
の自然を記念するもの（指定基準より）

Ò 天然記念物の特性
É 生き物や地学的現象が対象
É 衰退、周辺環境の悪化、風化・劣化などが発生
É 解除の可能性がある文化財

Ò 保存と活用
É 保護管理が必要
É 保護管理を前提とした利活用のための整備活用
É これらは文化財保護法での最近の考え方

史蹟名勝天然紀念物保存法（旧法）
大正八年四月十日 法律 第四十四号

Ⅱ 保護管理と整備活用の変遷

天然記念物の解除件数

天然記念物の年代別解除件数

件
数

西暦年代

保護管理について

Ò戦前・旧法時代
É保全に対する考えはない
É国の宝で手をつけない（保存のみ）

Ò戦後・昭和後期(文化財保護法時代)
É当初の考え方は旧法時代と変わらない
É衰退や劣化などにより荒廃してきた
É地元や自治体が見かねて保護管理？

Ò平成期以降
É適切な管理によって保全を図る考え方となる

整備活用について

Ò戦前・旧法時代
É整備は、標柱や境界標、囲柵の設置程度

É郷土愛護や国威発揚などに利用

Ò戦後・昭和後期(文化財保護法時代)
É風土記の丘・広域的史跡保存整備事業が始まる

É当初、整備事業には天然記念物は含まれない

É天然記念物では動物の保護増殖施設設置が中心

Ò平成期以降
É整備活用が実施されるようになる

Éそれでも保護管理が中心
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Ⅲ 天然記念物整備活用事業
学習施設等の設置事業（平成6～12年までのパイロット事業）

（１）情報収集・提供を行い、中核となる学習施設の設置

（２）野外観察施設の設置

（３）野外観察路整備、案内板、説明板の設置

（４）その他必要と認められる事業(施設設置に必要な調査等)

整備活用事業による学習施設 沢スギ自然館（富山県入善町）

瑞穂ハンザケ自然館
（島根県邑南町） Ⅳ 保存と活用の事例

 沼田西のエヒメアヤメ自生南限地帯
（広島県三原市沼田西町）

地域での保護活動と、開花時期の一般公開

 中山風穴地特殊植物群落
（福島県南会津郡下郷町）

早い時期からの周辺環境整備、再整備

 川南湿原植物群落
（宮崎県児湯郡川南町）

環境整備、ガイダンス施設整備
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沼田西のエヒメアヤメ自生南限地帯

（昭和10年12月24日指定）

（堀川芳雄博士作成，三原市教育委員会2004より）

エヒメアヤメについて
エヒメアヤメは西日本(岡山県～宮崎県)、

朝鮮半島から中国にかけて自生する小さ
なアヤメ科の植物。日本の自生地がこの
種の南限にあたり、氷河期に日本が大陸
と陸続きだったことを示す植物として貴
重。明るい森林や草原に生育する。

エヒメアヤメの天然記念物指定

沼田西のエヒメアヤメ自生南限地帯

Ò 昭和40年代まではアカマツ
林内に生育

Ò 松枯れ等により広葉樹林・
草地に変化

Ò 保存会(昭和40年発足)によ
り下草刈りなどの管理

Ò 平成元年(1989)から開花の
時期に指定地を一般公開

Ò 平成12年(2000)に保存管理
の提言

Ò 平成14･15年に調査と保全
管理のため保護増殖事業

Ò 平成24年(2012)に管理用道
(見学道)・駐車場設置

天然記念物「沼田西のエヒメアヤメ自生南限地帯」保護増殖事業調査報告書（2004）三原市教育委員会より

里山フィールドミュージアム構想（仮称）

保護増殖事業調査報告書（2004）より

実際のルート

（写真提供：三原市教育委員会）

（写真提供：三原市教育委員会）

（2014年4月）

中山風穴地特殊植物群落
（昭和39年6月27日指定）

風穴から吹き出す冷風によって標高約
600ｍの指定地でオオタカネバラなどの
亜高山帯に出現する植物が生育する。
指定地は風穴周辺の植物群落６箇所。

平成６年度(1994)から基礎調査を実施し、
平成11年度(1999)からは風穴環境の維持
保全、指定地を結ぶ歩道の整備、案内板
や説明板、冷風体感施設の整備を行った。

下の写真
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整備事業（平成11（1999）年度～平成15（2003）年度）

 平成６年度から基礎調査実施

 指定地の木製保護柵設置

 歩道整備

 標識等設置（案内板・標柱）

 休憩施設設置

 体感施設整備

 保護伐採と植生モニタリング

再整備（2017～2021年度、写真・資料提供：下郷町教育委員会）

歩道 説明板、案内板、標柱 保護柵・立入防止柵

H29
年度

１･６路線の一部 多言語化及び内容等の検討
第４指定地一部保護柵整備
体感施設立入防止柵整備

H30
年度

４･５･６路線の一
部、７路線整備

多言語化及び内容等の検討
第２・３指定地保護柵
第４指定地一部保護柵整備

R1年
度

３・８路線整備 案内板整備 －

R2年
度

２路線整備
説明板整備(冷風体感施設、
第２・３指定地)

－

R3年
度

－
説明板整備(総合案内板、指
導板、第１･４～６指定地)

第１･５･６指定地保護柵整備

当初整備後の保存と活用について

• 指定地の保護伐採とモニタリングを継続

• 町内文化財との連携の検討（大内宿、塔のへつり）

大内宿

塔のへつり

再整備状況（写真提供：下郷町教育委員会）

（前回整備の図面）

宮崎市

串間市

日南市

都城市

小林市
えびの市

西都市

日向市

延岡市

高千穂町

日之影町
五ヶ瀬町

諸塚村

椎葉村
美郷町

門川町

木城町
都農町

高鍋町

新富町

綾町 国富町

西米良村

高原町

三股町

川南町

川南湿原は、尾鈴山から発する名貫川の扇状
地の湧水地にできた湿地。面積は約3.4haで，
東西に長く、上流部には溜池がある。

ここは約260種の植物が自生し，約90種が湿
原植物である。その中には、固有種やこの湿原
付近だけにしか見られない植物など貴重な植物
なども多い。食虫植物は８種が生育している。

課題（平成14年頃）

・池の富栄養化とホテイアオイ
等の繁茂

・湿原周囲の樹木の発達
・遊歩道等の活用施設の未整備

駐車場とガイダンス施設木道を整備した湿原

平成16年～22年にかけ
て整備
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具体例のまとめ

Ò沼田西エヒメアヤメ自生南限地帯
É維持管理や開花時の活用等をこれまでも継続。
É周辺資源との連係等も計画されたが、実施が困難
な状況が続く。

Ò中山風穴地特殊植物群落
É保護伐採とモニタリング、周辺整備等を実施。
É保存会などの結成が困難。

Ò川南湿原植物群落
É駐車場や施設整備等を実施し、活用を開始。
É行政中心だったが、守る会を結成、活動を継続。

Ⅴ 保存と活用の考え方

天然記念物等

平成13年度『自然・文化
遺産のこころを次の世代
へつなぐまちづくり』推進
調査より（概要：月刊
文化財４／平成15年）

連携の段階

保存と活用の考え方

Ò 天然記念物は学術的価値を評価しているので、

学識経験者・専門家等との連携

Ò 多様な主体の参画を考える

Ò 行政や地域住民、保存会等との合意形成・協働

Ò 所有者、関係機関・部局、各種団体との連携、

日常的コミュニケーション

Ò 動植物は生きもので、常に変化する

Ò 周辺環境の変化によっても状況は変わる

Ò 定期的な調査結果を残すこと

課題について

Ò 多様な参加者が楽しめるプログラムづくり

Ò イベントの企画・運営等の継続

Ò 天然記念物だけでなく、周辺資源の活用

Ò ＳＮＳ等を活用した連携、コミュニケーション

Ò 運営等のバックアップ、コーディネータの活用

Ò 保存会などが継続できる仕組みづくり

Ò 保存会などの世代交代を円滑化
小野のシダレグリが今後とも良好に更新されていくことを期待しています。

ご清聴ありがとうございました。
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基調講演  Ⅱ

国指定天然記念物小野のシダレグリ自生地の現状と課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大窪　久美子　（信州大学農学部教授）

１．講演の概要
　本講演の内容は以下の 4 項目とし、各概要は次のとおりである。
　(1) 指定の経過と学術的価値
　国指定天然記念物小野のシダレグリ自生地は、大正８年（1920）に旧法の史跡名勝天然記念
物に指定されてから約 100 年が経過した、我が国を代表する文化財である。シダレグリ自生地
は町民に親しまれてきた場所であり、町内には植栽個体も多数みられる。しかしながら、シダレ
グリ自生地は指定当時の姿からは徐々に生育環境が変化し、巨木の枯死も目立つようになった。
平成 28 年（2016）から天然記念物の保存管理を進めるため、町教育委員会が事務局となり、保
存管理計画書および保存整備計画書を策定し、昨年度からは再生事業が実施されるまでに至った。
　今回の講演では、日本の天然記念物制度を創設した植物学者、三好学が見出した「小野のシダ
レグリ自生地」の学術的価値について確認する。次に約 100 年前の現地の様子や初期中山道を
行きかった旅人、また天狗が棲む森として畏敬の念でこの場所を守ってきた人々の心に思いを馳
せ、人との深いつながりのある文化財の価値について述べる。さらに、全体をとおして、本天然
記念物の本質的価値について説明する。

　(2) かつては草山
　シダレグリ自生地は、かつては刈り敷き場であったことが知られている。刈り敷き場とはカヤ
場ともいうが、田畑の堆肥にするために草や若木を生産する採草地のことであり、水田面積の 5
～ 6 倍の面積が必要とされ、集落の周辺はほとんどが草山であったといわれている。本自生地
は天然記念物に指定された後は、保存のために刈り取りなどの植生管理が停止されたため、徐々
に雑木が増え、かえってシダレグリの生育には適さない環境に変化したと考えられる。また、日
本の代表的な採草地や放牧地である半自然草原について説明する。

　(3) 生態学からみた現状
　刈り敷き場としての草地（草原）が、どのような自然であるのかを生態学的視点からお話し、
シダレグリの自生地として維持するためには、競合種となる植物の刈り取りや伐採が何故、必要
なのかを説明する。さらに、草地に生育生息する動植物の生物多様性を保全するために、本自生
地の保存が寄与することも解説する。

　(4) 保存と活用の課題
　課題については多岐にわたるが、主に植生管理の観点から主要な問題に絞って説明する。また
天然記念物の保存整備については地域住民が中心となる推進体制の構築が必要であるが、今後は
他地域との協働やネットワークづくりに発展することが大きな地域振興としての目標ともなり、
本シンポジウムがきっかけの一つになれば幸いである。

43 字× 40 行
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２．基調講演のスライド
　以下は講演に利用するスライドです。講演の際の資料にしてください。

国指定天然記念物
小野のシダレグリ自生地の現状と課題
Ⅰ. 指定の経過と学術的価値
Ⅱ. かつては草山
Ⅲ. 生態学からみた現状
ⅳ. 保存と活用の課題

信州大学農学部
大窪久美子

2021年9月11日

シダレグリ シンポジウム

小野のシダレグリ自生地
中部 標高約1,000m

小野の

辰野町
日本の地理的中心

Ⅰ．指定の経過と学術的価値
「小野村枝垂栗自生地」
→小野のシダレグリ自生地(1957年)

•史跡名勝天然記念物(旧法：内務省）
• 指定年月日 年 月 日
• 管理団体名辰野町 ・ ・
• 指定基準：（十一）著しい栽培植物の自生地

↑

• 史跡名勝天然紀念物調査報告
（植物之部） 第一輯 一頁 參照（ （ ） ）

天然紀念物解説 二九一頁
三好学博士による評価

文化遺産オンラインhttps://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/216429/3
フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

指定基準：（十一）著しい栽培植物の自生地

https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/216429/3

•史跡名勝天然紀念物調査報告第二輯 T8(1919) &1925

三好 学 博士による評価
・天狗原の山腹より山上に至るまで一面にしだれぐりが自生し、
幹回り数尺に達するものも約60を数える

・大きなものに至っては周囲7，8尺から1丈（約2～3m）に及ぶ

・樹幹は複雑に入り組んだ奇形で太い枝は波のように連なり、
傘を広げたように広がり、細い枝は長く枝垂れ、
その様子はシダレヤナギやシダレザクラのようである

・樹形が湾曲し、枝も傘状に垂れている様子は単に一株だけでも珍奇であるが、
山全体のクリが皆このような奇態をしているこは本当に珍しい

・山中には数多くのクリの若木があり、母樹と同様に枝垂れるため、
明らかに遺伝していると考えられる

・ヤナギやサクラなどのように庭園の樹木や盆栽で枝垂れているものはあるが、
山野に自生し、このように奇妙な形をしているものは国内でも世界でも極めて珍

しい ↓
シダレグリは稀なる天然記念物とみなすことができる

「野生植物にして奇態を呈するもの」

•史跡名勝天然紀念物調査報告第二輯 T8(1919) &1925

三好 学 博士による評価
・「野生植物にして奇態を呈するもの」

・保存指定区域→自生地＋周辺地域
生態学的・景観保全学的な視点：当時としては画期的

・シダレグリの自生する天狗原一帯の山地を保護区域として指定し、山地全体
の保存を図るべき

・加えて、周辺が樹木伐採された場合には、シダレグリの生育に種々の悪影響
を与える懸念があるため、
前面の池や道路の左方の山林も合わせて保存すべき

・さらに小野駅より天狗原に通ずる道路の左右に深山性の草木が多く生え、サ
ワギキョウ、オミナエシ、ギボウシ、ツリフネソウ、レンゲツツジその他の草花が
咲き、風趣に富み、渓の南方には樹木がよく繁り壮観をていしている。これらも
なるべく保存することが必要

・手を加える場合には、保存地域に一層の価値を添えるように、また観覧者が
景色を楽しめるように留意すべし 三好 学(1862～1939)

• 天然記念物保存事業の主唱者
• 桜と菖蒲の研究の世界的第一人者
• 「生態学」・「景観」という言葉を考案

• 岩村藩・江戸藩邸で生まれ、
幼年を岩村（岐阜県）で過ごす

• わずか18歳で、小学校校長に就任

• 東京大学理学部生物学科を経て、
大学院へと進み、植物学を研究

• 在学中ドイツ留学を命ぜられ、
帰国後35歳の若さで東大教授に就任、

理学博士

• 日本植物学会 会長

https://iwamura.jp/, 世界人名辞典（東洋篇）東京堂出版
フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
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初期中山道と周辺環境（保存整備計画書）

街道・要所として多くの人が行き交った場所：物資・文化的交流が盛ん

全国のシダレグリ自生地

8

1.シダレグリの分布

・全国に広く存在

・単木のものが多い

EAC美馬氏作成・「日本国内におけるシダレグリ遺伝資源」より

（保存管理計画書）
写真：冬季のシダレグリ自生地

国指定天然記念物小野のシダレグリ自生地保存整備計画書より

特異な樹形 シダレグリ個体群は自然更新
優性の遺伝子を有する集団

三好 学 博士が評価

大正14(1925)年の自生地
シダレグリの純林と
下層には草地性植物が生育

指定当時の自生地のイメージ

刈り敷き場＝カヤ場＝採草地

EAC美馬氏作成ｽﾗｲﾄﾞ・保存管理計画書より
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国指定天然記念物小野のシダレグリ自生地保存整備計画書より

Ⅱ. かつては草山（刈り敷き場）

天然記念物に指定されたため、

管理が停止される

植生遷移が進行

低木林化が進む

シダレグリ個体群は過密→自生地の管理が必要

刈り敷き：堆肥として利用
（水田面積の5～6倍の草地が必要）
かつては草山が広がっていた
昭和30年代・40年代まで

重要な資源
(草・若木）：

刈り敷き場
めぐる紛争：
争いが絶えな
かった
訴訟沙汰

牛・馬の飼料
屋根葺き材

(参考写真：棚田百選
飯田市よこね田んぼ）

霧ヶ峰も、かつては刈り敷き場霧ヶ峰も、かつては刈り敷き場
本州中部を代表する半自然草原本州中部を代表する半自然草原
火山性台地・風衝地火山性台地・風衝地
ニッコウキスゲ
火山性台地・風衝地火山性台地・風衝地

草原性草本植物 刈り敷き場＝半自然草原、ススキ草原

オミナエシ
シラヤマギク

重要文化財の屋根葺き材
現在も生業が成り立つ

岩湧山(大阪府）

草原
採草・放牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧牧:

草草原原
牧牧牧牧牧::火入れ（野焼き）

ヒゴタイ 草原性草本植物 大陸 ステップ

面
積
（
万

ha
）

1920年 シダレグリ自生地
史跡名勝天然記念物 旧法指定時

全国的な草原面積の減少

半自然草原の面積の推移（岩波1995）

Ⅲ. 生態学からみた現状
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出典：
植物の世界

自生地
自生地の

原植生は

夏緑
広葉樹林

刈り取り等
植生管理で
草地として
維持されて
きた

半自然草地(原）の機能と管理との移り変わり

半自然草原の刈り取り管理の原理
①は宝月(1958)、②は伊藤(1973)の遷移進行模式図に一部加筆

・二次的自然：人の自然への働きかけによって、
長い時間をかけて育まれてきた自然

（←→原生的自然：手つかずの自然）
具体的には、里地・里山の自然

（農林的自然）

水田…ため池、水路、畦畔
畑… 畦畔
雑木林（二次林）薪炭・落ち葉
カヤ場（半自然草原）刈草
生業 なりわい

生
産
の
場

燃料･肥料・飼料
供給の場

集落とセットで存在
農業生態系

↓人との関係の変化
水田…基盤整備による乾田化、大規模機械化、農薬、ため池・水路の消失
畑…基盤整備による均一化、大規模機械化、農薬
雑木林…機能の喪失による管理（間伐、下刈り、落ち葉掻き）停止、植林、消失
カヤ場…機能の喪失による管理（刈り取り、火入れ、放牧）停止、植林、消失

日本産野生植物の約1/４が絶滅危惧種
レッドデータブック掲載種数

、日本自然保護協会、世界自然保護基金等(1989)「我が国における保護上重要な植物種の現状」

減少要因の上位３項目

開発行為

日本産野生維管束植物の減少要因
日本自然保護協会、世界自然保護基金等(1989)「我が国における保護上重要な植物種の現状」

草原の管理停止などによる森林化

自然遷移
園芸採取
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希少種：ユウスゲ 個体群

確認された草原性植物

タカトウダイ・チダケサシナンテンハギ・オカトラノオ

確認された希少種
草原性植物
＆草原性チョウ類

出典：保存管理計画書

ヒメシジミ
食草 ヨモギ等のキク科等

スジグロチャバネセセリ
食草：カモジグサ類等のイネ科

スズサイコ（ ）

マンセンカラマツ

•図 県内の絶滅危惧種の集中分布図
絶滅危惧 類

（出典：長野県環境保全研究所 長野県生物多様性概況報告書）

火山活動
八ヶ岳周辺
霧ヶ峰高原

辰野町
絶滅危惧種の
集中分布地に

隣接

ⅳ. 保存と活用の課題 保存整備計画書より

植生遷移の
進行停止

年度以降
継続的な管理
が必要

植生遷移の進行停止

シダレグリ個体群
更新環境を改善

外来植物の早期の駆除
ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ（特定外来生物）
ﾊﾈﾐｷﾞｸ ｵｵﾌﾞﾀｸｻ ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ

シダレグリと
普通個体との
交雑の阻止

保存整備計画書より

地域での推進体制の構築

他地域との協働・ネットワークの発展
課題やノウハウ等の情報共有

文化財保護を通した、相互の交流・地域振興を目指す

地域の方が主体となる組織
＊子供たち・次世代への継承

さらに！
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基調講演　Ⅲ

シダレグリの遺伝様式と遺伝的多様性

西尾　聡悟（農研機構果樹茶業研究部門　落葉果樹品種育成グループ　主任研究員）

　主要な果樹においてシダレ性が確認されているのは、クリの他、モモ、ウメなどがあり、いず
れも鑑賞的な価値を見出されており人為的に保存・利用されている。自然条件下でシダレ性を有
する個体は、他の植物との競合で十分な日照条件を得られない、動物の食害が多い等の理由で生
きながらえることは少ない。そのため、これらの変異個体は自然界でやがて淘汰され、消滅する
と考えられる。しかしながら、シダレ性に関わらず特殊な樹形や変異は、人々の興味を引き、多
くの珍しい個体が保存されている。クリでは、毬にトゲがない「無棘」、ジグザクに枝が伸長する「雲
龍」や、雌花が雄花に変異している「数栗」などがある（図 1）。

　　

　モモ、ウメのシダレ性の変異は劣性（潜性）の主働遺伝子に制御されているが、クリのシダレ
性は、優性（顕性）の遺伝子に制御される変異と劣性の遺伝子に制御される変異が存在する。辰
野町のシダレグリは優性のシダレ性遺伝子を持っており、これは世界の果樹でも例がない。一方
で宮城県と岐阜県のシダレグリはそれぞれ別々の劣性の遺伝子に制御されると考えられている。
以下図に顕性と潜性の遺伝様式を示す（図 2）。

図 1　クリの変異体 ( 左から、「無棘」、「雲龍」、「数栗」)

図 2　優性のシダレグリと劣性のシダレグリの遺伝様式
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　この遺伝様式は昔からメンデルの遺伝の法則として我々が子供の頃学んできたモデルと全く
同じである。劣性シダレ性遺伝子は子孫に遺伝しても、75％は表現型としてシダレ性が現れる
ことはない。一方で、優性シダレ性遺伝子の場合、子孫にシダレ性が遺伝する割合は 75% 程度
である。数百本のシダレグリが自生する環境を作れたのは、優性シダレ性遺伝子を持っていた
ことによるものと考えられる。このような景観は優性シダレ性遺伝子がないと作ることは不可
能である。劣性のシダレ性遺伝子の場合は、基本的には接木繁殖して個体を増やすことになる
ため、公園等できれいに植栽されている例はあるが、これは計画植栽であり自然現象ではない。 
　著者は全国の野生グリの遺伝的多様性を調査しており、これまで九州地方のクリはその他の地
域のクリと遺伝的に大きく離れており、また九州地方以外の野生グリは、緩やかに関西地方、中
部地方、関東地方、東北地方に分かれることを明らかにしている。当研究所で保有している「枝
垂辰野 1」、「枝垂辰野 2」は野生グリより栽培グリに遺伝的構造が近い（図３）。そのため、こ
れらの個体は過去に栽培グリと交雑している可能性が考えられる。シダレグリはその樹形の特異
性故に人々の興味を引くことから、接木により伝搬されていることが明らかになっている。例え
ば、当研究所で保管している枝垂岐阜と枝垂馬頭院はそれぞれ岐阜県と栃木県から採取されたも
のであるが、DNA 鑑定するとこれらは全く同じ個体であった。全国で見つかっているシダレグ
リの中には、辰野町の個体から繁殖されたものもあると考えられる。
　

　DNA 解析により品種、東北、中部、関西、九州はそれぞれ赤、黄色、橙、緑、青の遺伝的構造を持っ
ていた。同じ色の遺伝的構造を持っていれば、遺伝的に近い（同じグループ）と考えることがで
きる。
　最後に辰野町のシダレグリの保存についても提言をさせていただきたい。クリは自家不和合性
なので、別の個体の花粉が受粉しないと結実しない。花粉は風媒や虫媒によって運ばれるが、虫
媒の場合非常に遠くから花粉が運ばれることになる（数百 m 以上）。また動物散布により落下し
た種子が運ばれるため、シダレグリ自生地の内外で遺伝子が交換されることは自然である。言い
換えると、シダレグリ自生地以外の場所にシダレ性遺伝子が流出する、あるいはシダレグリ自生
地内に直立性の遺伝子が流入し、シダレ性を有しない個体が発生することは避けることができな
い。シダレグリ自生地内のシダレグリのみ保護し、直立型の個体をシダレグリ自生地周辺から伐
採すれば、自生地内のシダレグリの発生頻度は上がる。しかしながら、自然に交換されるはずの
その他の遺伝子に偏りが生じることになるため、近交弱勢が発生し、遺伝的に弱い個体群となっ
てしまうことが危惧される。シダレグリ自生地内で、シダレ性を有する個体を保存し、その他の
直立型の個体を間引き景観を維持しつつも、シダレグリ自生地外との遺伝子交換を許容し続ける
のが、自然かつ合理的な保存と考えられる。

図 3　品種と野生グリの遺伝的構造とシダレグリの遺伝的構造
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報　　告　Ⅱ

小野のシダレグリ自生地保存管理計画について

美馬　純一（株式会社 環境アセスメントセンター　北信越支社）

１．自生地保存管理計画の概要
　小野のシダレグリ自生地の保存管理計画については、
平成 30 年度に以下のような内容にて策定された。

　第Ⅰ章　計画策定の目的と経緯
　第Ⅱ章　本天然記念物の概要
　第Ⅲ章　本天然記念物の指定地域とその周辺の概要
　第Ⅳ章　天然記念物の本質的価値
　第Ⅴ章　保存・管理
　第Ⅵ章　整備
　第Ⅶ章　運営・運用

２．策定の経過
　保存管理計画の策定にあたっては、現状の把握のための調査
結果を踏まえて、委員会により内容の検討を進めた。

【平成 27 年度】
　保存管理計画策定委員会の立ち上げ、委員による現地視察、指定地内の測量（シダレグリ位置

の確認含む）
【平成 28 年度】

計画策定の進め方の確認、資料調査、指定地内のシダレグリの毎木調査
【平成 29 年度】
　資料調査、現地調査（動物・植物相調査、土壌調査、町内のシダレグリ分布調査、シダレグリ

播種後の生育状況確認　等）、本天然記念物の現状と課題の整理、保存管理の基本方針の検討
【平成 30 年度】　
　保存管理の基本方針と具体的方策、エリア区分、公開活用　等の検討、保存管理計画書の作成

管理計画書
（平成 30 年度作成）

測量作業状況 毎木調査の状況 委員会の開催状況　
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３．本天然記念物の本質的価値及び課題
　現地調査、資料調査を踏まえ、本天然記念物の本質的価値を構成する諸要素、それ以外の諸要
素、周辺地域の諸要素について整理するとともに、その課題についても整理した。

シダレグリ シダレグリ（若木） シダレグリ（巨木）



21

４．本天然記念物の保存・管理の基本方針
　本質的価値と課題を踏まえ、保存管理を進めていくにあたっての基本方針を定めた。
　特に、シダレグリの自生地の自然更新を促進していくにあたっては、継続した草刈りの実施や
密度管理が大切であるとの観点に基づき、人とのかかわりの歴史の伝承も含めて方針を定めた。

【基本方針】
　①自生地として自然更新が継続されるための保存管理
　②シダレグリ巨木の保存管理
　③シダレグリの遺伝資源を保存
　④シダレグリ自生地を保存するための手法・技術の検討と生育状況のモニタリング
　⑤指定地周辺の景観の保全
　⑥地域におけるシダレグリ自生地と人とのかかわりの歴史の伝承

 

 

整備が進む指定地の様子
（令和 3年 5月）

計画策定時の指定地の様子
（平成 30 年８月）
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５．保存・管理のための地区区分
　計画では、指定地内を２つの区分に分けて保存・管理の考え方を整理した。

主には、シダレグリの生育する範囲と観察のための立ち入りの範囲とに分けて、保存管理の方
針、手法を記載した。
　また、指定地に接した東側、西側の周辺部には、自生木、植樹が混在して生育する区域が存在
しており、指定地への範囲の追加も含めて検討していくこととした。

【自生地保存地区】
シダレグリが多数生育し、本質的価値を構成する要素が集約されている地区であり、生育状況

をモニタリングしつつ、必要な維持管理を行いつつ、良好なシダレグリの自生地を保存管理して
いく。

【自生地観察地区】
シダレグリは生育しておらず、人が立ち入ってシダレグリ自生地を観察する場所として位置づ

け、整備していく。

 

 

地区区分図

自生地観察地区の様子
（平成 30 年 8月）

自生地保存地区の様子
（平成 30 年 8月）
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６．保存・管理のための作業
　シダレグリは、普通の樹形の樹木に比べて、上方への生育速度が緩やかであること、椀型の樹
形で内側は日陰となり枝葉は枯れてしまうことなどの特徴から、樹形や樹勢を保つためには、周
辺の草刈りや他の樹木の伐採、周辺のシダレグリとの樹間管理が重要と考えられ、それらの作業
方針や内容について記載した。
　また、現状変更にあたっての取り扱いの基準や取り扱いの目安を記載した。

シダレグリ管理にあたっての留意点
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【作業内容】
　①早期の生育環境改善のための全域の草刈り及び低木の除伐
　②シダレグリ自生地の日常的な管理作業（草刈り、低木の除伐、つる性植物の除去、外来植物　　
　　の駆除、枯れ枝の取り除き、シダレグリ幼木の除伐もしくは養育、指定地周辺における普通
　　のクリの除伐、倒木、枯死木の除去、病虫害の防除、駆除）
　③巨木の樹勢回復
　④シダレグリ自生地の自然更新を補助するための作業（苗木の養育、苗木の指定地への移植）
　⑤シダレグリの遺伝的資源の保存
　⑥シダレグリ生育状況等のモニタリング（定期的な毎木調査、巨木のモニタリング　等）

草刈り 倒木の除去 外来植物の駆除
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７．公開・活用　
　①地域におけるシダレグリ自生地の価値の伝承
　②自生地の価値が理解できる観察しやすい環境の整備
　③周辺地域の自然・歴史的資源と連携した活用
　④本天然記念物の価値を広く情報発信

【取り組み内容】
　・教育の現場における本天然記念物の価値伝承（遠足、維持管理作業の体験）
　・各種イベント、観察会の実施、ボランティアによるモニタリング調査
　・指定地を紹介するリーフレット等の作成

８．整　　備
　指定地周辺の環境整備内容について整理した。

　①自生地観察地区の草刈り、樹木や水路、池等の管理
　②案内看板や進入防止柵等の整備
　③四阿、ベンチの整備（指定地外を含む）
　④シダレグリを間近で観察できる場所の整備（指定地外）
　⑤指定地の反対側斜面からの視点場の整備（指定地外）
　⑥指定地内に存在する電力柱、電線の移設もしくは埋設
　⑦ガイド施設の整備

【保存管理のための作業、指定地周辺の環境整備にあたっての現状変更取り扱いの目安】

整備計画書
（令和２年度作成）

国指定天然記念物

小野のシダレグリ自生地

保存整備計画書

令和２年 11 月

辰野町教育委員会
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９．運営・運用
　本天然記念物を適切に保存管理しつつ、公開活用を進めて行くため、本計画に基づき役割分担
を明確にして管理作業や整備を行うとともに、適宜、関係者が情報を共有しつつ今後の対応につ
いて協議する場を持つことなどについて記載した。

【計画の進め方】
　①小野のシダレグリ自生地保存管理委員会での協議
　②保存管理のための作業体制づくり
　③天然記念物の指定範囲の追加
　④具体的な作業計画、整備計画の立案に基づく継続的な取り組み

 

【保存管理のための作業の実施計画】

管理・運営の体制
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事例報告　Ⅰ

小野のシダレグリ自生地
野竹　泰也（小野のシダレグリ自生地保全友の会会長）

１. 友の会発足までの経緯
　小野のシダレグリ自生地周辺は、江戸時代から入会地であり、刈敷山として肥料や飼料用の
草木の採集地として利用されてきた。そのなかで、シダレグリは奇妙な樹形のクリとして意図
的に残され、守られてきた。
　過去の航空写真を見ても、昭和 50 年代半ばころまでは、この付近一帯に採草地や牧草地と
考えられる草地が広がっていることが見てとれる。しかし化学肥料が普及し、草が刈り取られ
なくなったためか、それ以降、周辺では森林化が進み、現在の姿に変容してきた。
　指定地内は、天然記念物の保護のために行政が主体となって草刈りなどを実施してきた。し
かし管理が十分行き届かず、シダレグリ以外の雑木が多くなり、ツル性の植物が幼木を覆った
りして、枯死が目立つようになり、自生地の景観が損なわれるようになってきた。このため、
よりきめ細やかな保全活動が求められ、平成 16 年（2004）に「小野のシダレグリ自生地保全
友の会」が発足し、集まった町内の会員（現在 30 名）で、指定地周辺も含めた約３ha の保全
作業を実施している。

２. 活動内容
　保全活動は、以下の通りである。
　(1) 活動日

　4 月から 11 月まで（除８月）の毎月第 2 月曜日の午前中。
　(2) 活動内容

　指定地内及び、周辺の自生地の草刈り、藪払い、特定外来植物の抜きとり。
　年１回の研修視察（各地のシダレグリ視察）。
　指定地内の生育本数の調査（平成 19 年）。

下草・低木の除伐作業 特定外来植物抜き取り作業
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事例報告　Ⅱ

竹原のシダレグリ自生地
岐阜県下呂市教育委員会

１. 指定地の基本情報
　(1) 名称

　国指定天然記念物　竹原のシダレグリ自生地
　(2) 所在地
　　岐阜県下呂市宮地川合平
　(3) 指定年月日
　　大正 10 年（1921）3 月 3 日
　(4) 面積
　　5,767.5㎡
　(5) 生育本数
　　約 80 本

２. 指定地の概要
竹原のシダレグリ自生地は岐阜県下呂市宮地川合平に位置し、雑木林に囲まれた標高 600 ｍ

～ 575 ｍのなだらかな傾斜地には約 80 本のシダレグリが自生しており、その中には樹齢 300
年以上、樹高が 3 ｍとなるものもある。指定以前から地主の理解により大切に保護され、小野
のシダレグリ自生地、西内のシダレグリが国の天然記念物となった翌年の大正 10 年 3 月 3 日、
国の天然記念物に指定された。昭和 51 年（1976）には、国・県の補助を受け、自生地を永久
に保護する目的で公有地されている。

昭和 30 年頃より地元青年団等が手入れを行い、一度クリタマバチによって大きな被害が発生
した際にも、地元青年団や中学生のボランティアが、栗玉の除去などの手厚い保護活動によって
樹勢を回復させた。現在は乗政ＤＶＣの会員により適度な肥料散布による樹勢の回復が行われ、
クリタマバチの被害を最小限に抑えている。

こうした地元の深い理解と熱心な保護活動に支えられ、竹原のシダレグリ自生地は今日まで受
け継がれ、春には青々とした新緑を芽吹かせている。

地元による環境整備
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事例報告　Ⅲ

西内のシダレグリ自生地
長野県上田市教育委員会

１. 指定地の概要
　(1) 所在地
　　長野県上田市平井字上ノ原 2637 番地 12、2638 番地ト、2640 番地ロ
　(2) 指定年月日
　　大正９年（1920）７月 17 日
　(3) 面積
　　39㎡　
　
２. 指定地の状況

西内地区では、シダレグリは「子供たちが栗の実を取りやすいように弘法大師が枝を垂らした」
という伝承が残っており、「弘法のシダレグリ」として親しまれている。

西内のシダレグリ自生地は、上田市西内保育園脇の山道を約 1km 登った東側、通称朝日山の
北斜面に位置する。大正９年 (1920) の指定当初は、樹高 5 ｍ以上の古木が群生していたと記録
されているが、その後、クリタマバチや鹿の食害等の被害によって個体数が減少した。

平成８年 (1996) に辰野町へ「小野のシダレグリ」の接穂提供を依頼し、西内の自生地に追い
接ぎ法にて接木を実施した。更に、平成 19 年 (2007) に西内の自生地内を調査した結果、新た
に幼木 3 本を発見した。
　平成 21 年 (2009) には地元有志によって自生地の整備が行われ、今後も継続して西内シダレ
グリ自生地の整備と保護育成を図るべく「平井地区穴沢枝垂栗保存会」が設立された。
　現在、自生地周辺には防獣柵が整備され、平井地区穴沢枝垂栗保存会によって大切に保護され
ている。

西内シダレグリ自生地の様子　  平井地区穴沢枝垂栗保存会の活動風景
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オニヤンマ ゲンゴロウ

ナツアカネ

ルリシジミジャノメチョウ

シオカラトンボ

ヒメシジミオオウラギンスジヒョウモン
自生地内に生息する昆虫
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寄　稿　Ⅰ　

シダレグリ保存整備計画と生物多様性ながの県戦略
中村　寛志（信州大学名誉教授）

１. 辰野の多様な生き物を残してきた半自然草原
　私は昆虫生態学が専門であるが、長野県の生物多様性保全アドバイザーという立場からシダレ
グリ自生地保存管理委員に任命され保存整備計画や再生事業計画に関わってきた。ここでは「生
物多様性ながの県戦略」からみたシダレグリの保存整備事業と自生地周辺の半自然草原環境につ
いて述べてみたい。
　私が信州大学に赴任して間もないころ、地元の小野章氏の案内でシダレグリ自生地近くにある
ヒメギフチョウの生息地を案内してもらったときに訪れたのが最初である。ちょうど 20 年前に
なる。沢沿いに水田と草地やため池があり里山環境が残っているヒメギフチョウの好適な生息地
であった。ちなみに辰野のヒメギフチョウは小野地区の北部に生息地があり塩尻・岡谷・松本方
面へと分布が続いている。次いでシダレグリ自生地を訪れたのは昨年 6 月 2 日の委員会の現地
視察の時で、私はチョウ類の保全を研究しているので、整備事業の実施方法の説明を聞きながら
ついいろんなチョウをカメラに収めた。わずかな時間であったが草刈りされた自生地に多くの
チョウが舞っていた（図 1）。特に里山環境によくみられるウラギンヒョウモンが多く、多様な
生き物がここで生き残っていることを実感した。ま
た植物についても保存整備計画書の策定段階での
調査で草原性の希少種が 10 種近く生育しているの
が確認されている。
　チョウ類についていうと、長野県には 149 種の
チョウが生息しているとされているが（「信州の蝶」　
浜栄一監修）、辰野町にはそのうち長野県全体の
85％を占める 126 種が記録されている（「辰野の蝶」　
辰野町蝶類談話会）。霧ヶ峰のような広い草原環境
がないにもかかわらず草原性チョウ類は 48 種を数
えている。これはシダレグリ自生地のような人間が
管理してきた里山の小さな草地が渓流沿いに点々
とあったからであろう。しかし、近年では環境の
悪化に伴いチャマダラセセリやアサマシジミなど
多くの草原性の種が見られなくなってしまった。

２. 生物多様性を脅かす 4 つの危機
　国際的な環境保全団体であるコンサベーション・インターナショナル（CI）によると、生物多
様性のホットスポットは世界中に 36 地域ある。日本もその中の 1 つであり多様な生物が生息し
ているにもかかわらず絶滅に瀕した種も多い。いわば世界的な生物多様性重要地域とされている。
さらに長野県を含む中部山岳域は、小笠原諸島と並んでホットスポット中のホットスポットと位
置付けられている。そこで長野県では「生命（いのち）のにぎわい（生物多様性）とその恵みを

図 1　シダレグリ自生地のチョウ．A: 自生地風
景，B: ウラギンヒョウモン，C: キアゲハ，D:
ウスバアゲハ，E: ヒメアカタテハ，F: ミヤマ
セセリ（2020 年 6月 2日）
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未来へ引き継ぐこと」を基本理念として、2012 年に「生物多様性ながの県戦略」を策定して「人
と自然が共生する信州」の実現を目標としている。
　この戦略の中で長野県の生物多様性を脅かす 4 つの危機が挙げられている（図 2）。第 1 は「人
間活動や開発による危機」で、具体的に、，開発や産業活動による生息環境の縮小・破壊、乱獲・
盗掘・違法捕獲、高山植物への踏みつけによるダメージなど。第 2 は「人間活動の縮小による
危機」で、森林・草原・農耕地の利用衰退、
半自然草原の縮小、ニホンジカなど中・大型
哺乳類の分布拡大など。第 3 は「人間によ
り持ち込まれたものによる危機」で、これは 
外来種の侵入・定着による在来種への悪影響
である。そして近年注目されている「地球温
暖化による影響」である。温暖化により高山
帯の生態系に変化が生じライチョウの生息適
域の縮小があげられる。この中で特にシダレ
グリの生息環境に関連するのが、第 2 の「人
間活動の縮小による危機（草原の利用衰退）」
と第 3 の「人間により持ち込まれたものに
よる危機（外来種の侵入）」である。

３. 草刈り場としての半自然草原の減少
　日本の農業に用いられる肥料は、近代以前はほとんどすべて動植物資源を利用していた。大き
く分けて「草肥」、「堆肥」、「厩肥」の３種類があり、なかでも草木を用いた草肥（刈敷）は最も
重要なものだった。里山の草地は、主に牛馬の餌や屋根を葺くなどに利用されていたと思われが
ちであるが、江戸時代には草・樹木の茎葉を刈って緑のままで水田や畑に敷き込む刈敷が水田の
主要肥料であり、里山の草地は現代よりもはるかに経済的に重要なものであった。特に刈敷系統
の肥料がきわめて多く利用されていた地域は、東北・関東から山梨・長野・岐阜県・九州とされ
ている。江戸時代に刊行された宮崎安貞の「農業全書」にこの草肥を入れた田畑の土は軟らかく
いつまでも肥えているとされている。
　前節で辰野町は諏訪地方に比べて草原環境が少ないのに草原性のチョウの種類が多いと述べた
が、これは江戸時代もしくはそれ以前からこの地域の人々が草を刈り二次林を管理して草原環境
を維持してきたためであるといえる。それは農業技術の 1 つであり生活様式に組み込まれてい
たものであった。当時の人々はそこに生息している多様な生き物を保全するために草原環境を維
持していたのではないことは確かである。ところが生活様式や農林業技術の進歩など社会経済の
大きな変化に伴って二次林が有していた薪炭林、農用林等としての経済的利用価値、あるいは二
次草原が有していた採草地としての経済的利用価値が減少した。その結果、二次林や草原が放置
されるようになり自然環境の質が変化して、こうした環境に特有の多様な生物が消失するなど
様々な生物多様性保全上の問題が生じている。

４. 草原の生き物の衰退
　農業技術が進歩し生活様式が変化して草原が利用されなくなると、そこに生息する動植物は急

図 2　日本の生物多様性の危機を生み出す 4つの要
因の概要図（長野県作成中村改変）
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　シダレグリ自生地を管理してい
く上で、近年クローズアップされ
てきた生物多様性の第３の危機す
なわち外来種の侵入が挙げられる。国外又は国内の他地域からアライグマなどの野生生物が本来
有する移動能力を超えて、人為によって意図的・非意図的に移入され増殖して、地域固有の生物

激に危機的な状況にな
る。日本の半自然草原の
推定面積比は 1960 年代
以前には、16％と言わ
れてきたがそれが近年
では 3％にまで減少して
草原性の動植物が衰退
してきている。表 1 は
私が韓国の国立森林科
学院で行われた国際絶
滅危惧チョウ類保全セミナーで発表した日本における生息環境別にみたレッドリスト種のチョウ
の種数と割合のデータである。これを見ると絶滅危惧種のチョウ 91 種のうち草原性のチョウの
占める割合（50.5％）が最も高く、意外にも高山に生息するチョウよりも多いことが分かった。
またレッドリストのカテゴリーも草原性のチョウは CR（61.5％）や EN（88.2％）といった危
機的な状態に分類される割合が高かった。これは韓国でも全く同じ傾向であるとのことであった。
　ミヤマシジミというチョウは環境省のレッドリストでは絶滅危惧 IB 類にランクされている希
少な種である。このミヤマシジミは 1970 年代頃には辰野町に 15 か所の生息地が確認されてお
り、シダレグリ自生地にも生息していたことを示す標本が残っている（図 3）。ところが 1980
年代に入ると 7 か所となり 1990 年代には小野公園と荒神山のみとなりついに 2002 年には荒神
山のみとなってしまった（図 4）。このチョウの衰退は辰野町における採草地（半自然草原）の
減少を年代とともに反映したものといえるであろう。

図 3　1971 年にシダレグリ自生地で
採集されたミヤマシジミの♀。（松本
市山と自然の博物館蔵）

図 4　辰野町のミヤマシジミ生息地。生息地の後に記されている
年代以降は確認の記録がない。
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相や生態系に対する大きな脅威となっている。一般的に外来生物への対策は、侵入・拡大のプロ
セスの早い段階でおこなうほど効果があがりやすく。また費用対効果が大きいとされている。シ
ダレグリ自生地においてもオオハンゴンソウなどの外来種が確認されている現状である。

５. シダレグリ自生地の草原生態系を保全する管理計画と今後の課題
　このような生物多様性の直面する課題に対応するため、生物多様性ながの県戦略では、(1) 生
き物アンテナプロジェクト（県民総参加で長野県の生物多様性調査に取り組む）、(2) 日本の屋
根プロジェクト（貴重な自然環境を有する高山帯の生物多様性の保全）、(3) 里山活性化プロジェ
クト（豊かな生物多様性を育む草原環境の再生）、(4) 地球温暖化プロジェクト（地球温暖化対策
を推進し，生物多様性の保全を図る）、(5) 地域連携・協働促進プロジェクト（各主体のネット
ワーク化を進め、協働して生物多様性の保全に取り組む）の 5 つのプロジェクトを推進してい
る。この中でシダレグリ自生地の環境整備に関係するのは、「里山活性化プロジクェト」である。
具体的な方向性として、①草原環境の保全・再生に向けた取組（環境整備、モニタリング調査、
ニホンジカ対策、外来種対策等）をモデル事業として実施する、②河川や水路、休耕田等の水辺
環境をビオトープとして整備して子ども達と生き物の触れ合いや環境教育の場となることを目指
す、③希少野生動植物の保護を軸とした地域の活性化を推進することを挙げている。
　昨年策定されたシダレグリ自生地保存整備計画書とそれをもとにした再生事業は、シダレグリ
巨木を保存する植物学的措置はもとより、低木の除伐や除草また外来種対策など里山活性化プロ
ジクェトに沿った自生地内の生育環境整備が進められている。また③を目指してシダレグリ自生
地の公開・活用のための整備事業も計画されている。さらに本シンポジウムの開催も小野のシダ
レグリを広く PR して地域の活性化に繋がるものといえる。
　今後、シダレグリ自生地とその草原環境の保全にむけて 1 つの課題が残っている。現在シダ
レグリ保全友の会の方々の努力によって、定期的な草刈りが実施され草原環境が維持されている。
これを次世代にどのようにしてつなげていくかという問題である。これはシダレグリだけに限ら
ず希少種や天然記念物の保全や里山環境整備の活動を行っている団体が抱えている問題である。
昨年、長野県環境保全研究所が行った保全団体へのアンケートで、「会員の高齢化」と「後継者
不足」が活動上の課題の 1 位と 2 位を占めていた。対策として学校教育との連携をはじめ普及
啓発の重要性などが指摘されているが、今なお活動に取り組む人は少ない現状である。江戸時代
の草地で述べたように、当時の人々は草原の多様な生き物を守るために草刈りをしているのでは
なく、肥料として稲作には重要な資源であったからである。しかし現代では生き物を守るために
草刈りをして草原環境を維持しているのである。信州生物多様性ネットきずなが 2017 年に開催
したフォーラム「環境保全活動の課題　～ 人材・資金・ネットワーク ～」において、日本自然
保護協会の高川晋一氏は、「生物多様性」を「地域資源」としてとらえそれを地域づくりに活用
できる人材とネットワーク作りをしていくべきだとの話があった。絶滅しそうだから保全する、
天然記念物だから保護するのではなく、それらは「活用すべき地域資源である」と発想を変える
べきだとの考え方である。江戸時代、シダレグリ自生地一帯の草原は田畑の肥料として、また街
道筋にあったシダレグリ自生地は観光名所として、当時の人々は地域資源としておおいに活用し
ていたといえる。草原環境の危機的な現代、このシンポジウムをきっかけに若い人の発想と行動
に期待したい。
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寄　稿　Ⅱ

天狗に好まれた小野のシダレグリ
石井　誠治（樹木医・森林インストラクター・NHK カルチャー講師）

１. 日本人とクリ
　(1) 縄文の人たちとクリ

長野県上松町のお宮の森裏遺跡というところから縄文時代草創期のクリの実が出土しました。
住居跡から見つかった炭化した子葉の部分を放射性炭素年代測定したところ 12,800 年前という
値になりました。この発見はクリの実が 13,000 年も前から利用されていたということです。縄
文時代草創期〜早期ではまだ野生採集がほとんどだったでしょう。

その後 5,000 年から 4,000 年前の青森三内
丸山遺跡では、クリを生活の中心にしていたこ
とがわかってきました。遺跡で実施された花粉
分析では、生活していた場所からクリ花粉の割
合が 60% から 90% もの高率で発見されたので
す。現在の栗園と比較しました。4ha で 600
本の栗の木純林で周囲がコナラ主体の落葉広
葉樹林とスギ植林の環境では、純林の中の分析
結果は 60% から 80% でした。栗園から 20m
離れると 5%、200m 離れると 1% 以下になっ
てしまいました。この結果を比較してみると、
三内丸山遺跡は栗林の中で生活していたようなものです。これはすでにクリの栽培が始まってい
た証にもなるでしょう。住居の柱も焚き付けの燃え残りもクリ材だと判明しています。この時代、
他の遺跡からも炭化したクリの実や、貝塚ならぬクリ塚と呼べるクリの皮の捨て場も発見されて
います。縄文人は木材としてもクリを利用し、実もたくさん食べていたのです。

ヨーロッパの文明はムギから、アジアの文明はコメから始まった、というような言い方をされ
ますが、日本ではクリはコメよりも 10,000 年も前から縄文の文化を育んできたのです。弥生時
代にはコメが拠り所になりますが、山里では最近までクリやトチ、クルミは大切な食糧として利
用していました。

三内丸山遺跡最大の竪穴式住居とクリ材でできた
６本柱の塔

高床式倉庫の復元

お宮の森裏遺跡から出土したクリ
（上松町教育委員会提供）
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　(2) 木材として使われたクリ
　竪穴住居に使われる柱の条件は、根元が地中に埋まるため、腐りにくく、シロアリに強く、強
度が高い木材が求められました。その全てに当てはまる身近な木材がクリだったのです。三内丸
山遺跡のように栽培していれば、容易に木材として利用できました。
　世界遺産に認定された白川郷の合掌造りでは、主要部材がクリ材でした。特に水回りに使われ
る材はクリが使われています。クリが硬く、また水にも強い耐久性のある木材だからです。
　明治時代になって鉄道網が整備されていくとき、鉄路を固定するための枕木としてクリが使わ
れました。特に北海道開拓には、地元の森からクリが切り出され、枕木にしました。道の整備よ
り、鉄路を優先して整備したのは、車より蒸気機関車での輸送が主流だったからです。北海道で
内陸に伸びていく鉄路の目的は、自然林の中にあるミズナラやカツラの巨樹の伐採、搬出でした。
蝦夷地は、自然と共に生活していたアイヌの人たちにより、森が守られており、神と崇めた巨樹
がたくさん生えていたのです。豊かに残った森林資源は、明治政府にとり、外貨獲得の切り札の
一つでした。木材輸入国の現在では想像しにくいですが、戦前まで日本はミズナラを中心にした
木材輸出国だったのです。それを枕木として土台で支えていたのがクリ材なのです。

　(3) クリ栽培のピンチ
　日本のクリは山に自生しているため、種名としての和名はヤマグリです。1941 年岡山県で発
見されたクリタマバチの発生は、またたくまに全国のクリの生産地に広がり、大打撃を与えます。
クリの新芽にクリタマバチは産卵し、芽が膨らんで虫コブを作ります。新芽が伸びないため、花
も咲かず、枝葉も展開しないので、クリはやがて枯れてしまいます。クリタマバチは中国から侵
入したことがわかり、中国にいるクリタマバチの天敵、チュウゴクオナガコバチを導入しました。
効果は上がり、1990 年代になるとクリタマバチの猛威は一段落するのです。日本のクリは種皮
と種子の間にある渋皮がはがれにくいのが、食べ辛さになっていました。ニホングリの品種の中
で、渋皮のはがれやすいものができたのです。ポロタンという名前で生産が始まりました。まだ
生産量が少ないので貴重品ですが、やがてクリの中心品種となることでしょう。

　(4) クリの特徴
　クリはブナ科の中でも少し変わった性質があります。古いタイプのブナ属やコナラ属は風媒花
です。クリの仲間は風媒の性質もありますが、独特な香りで虫を呼びます。虫との関係がプラス
されたこともあり、花が咲く時期は虫がたくさん飛び回る晩春から初夏にかけて、コナラやクヌ

メバナはオバナ穂の下に一つ付く クリは実が熟すとイガが十字に割れる
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ギは葉が伸びる前に花粉を飛ばします。葉が花粉の飛散に邪魔になるからです。クリは葉が十分
に成葉になってから花芽が伸び、緑の葉の上に白い花序が目立ちます。虫が見つけやすく、飛
来した時に葉が邪魔にならないための工夫でもあります。たくさんの雄花穂に囲まれ、雌花は 1
本の開花していない雄花花序の下方に 1 個ついています。たくさんの雄花穂が咲き終わった頃、
雌花の付いた花序は咲き出します。クリは他花受粉ですから、他のクリの花粉が雌花に付かなけ
れば結実しません。クリの実は 3 個の種子がイガの中にできますが、確率が悪いために 1 個か
2 個しか充実した種子にならないことが多いのです。虫を呼ぶ香りや花粉、蜜は雄花穂から出ま
す。ブナ科では珍しく蜂蜜が取れる蜜源になります。
  さらに不思議なのは、最も遅い開花なのに９月下旬には結実してしまいます。しかも実は他の
ブナ科の実より大きくなります。実がそのままでも食べられるのは、コナラ属の実のようにタン
ニンが含まれていないためです。虫や動物に食べられない工夫は、イガで包み成熟する最後まで
守っていることです。クリの実は皮が固く、渋皮で子葉を守ります。中身のデンプン質は人にとっ
て格好の食糧になるため、世界各地でクリは重要な食糧源です。
　
２. クリと人の関係
　(1) 小野シダレグリ自生地

長野県上伊那郡辰野町小野楡沢は、上松町のお宮の森裏遺跡ともそれほど遠くはありません。
大正９年、国の天然記念物として指定された現在残っているエリア以外にも、周囲にはシダレグ
リ群落があったと記録されています。遥か縄文の昔は生活の糧であったクリの木が、神聖な場所
として崇められてきた林の主役であったことは、日本人の精神文化にクリの木の存在がかかせな
いものだったことを窺わせます。この群生地の中央に生えていた巨木が枯れました。年輪解析が
できたために、枯れた巨木は 600 年以上の樹齢があったことが判明しました。シダレグリが群
生する場所は、地元で小野天狗原と呼ばれ江戸時代から、草刈り場として利用してきました。草
を刈ってシダレグリの株を残してきたのです。　

枝垂れる性質は植物ホルモン異常で、クリだけに出現するものではなく、ホルモン異常になれ
ばどの種類の木にも出る可能性があります。森の中で枝垂れる性質が現れても、周囲の木との光
獲得競争に勝てませんから、大きく育つことなく、枯れてしまいます。

自生地に葉が茂ると優しい景観に変化落葉期には枝のジグザグが目立つ
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枝垂れる性質の木が群生するためには、人の努力で周囲の草や木を刈り払いしなくてはなりま
せん。年に何回もするのは大変な手間がかかります。この手間を惜しまずに続けなければ群生地
を維持できないのです。この手間を 600 年の長きに渡り、村の方々が続けてこられた賜物です。
　
　(2) アバレシダレグリとは
　平成 16 年 (2004) にシダレグリ自生地にて本数調査をした結果 998 本（幹周囲 10cm 以上を
調査）確認されます。その中で最大の木は、幹周囲 441㎝と計測され、推定樹齢 600 年の可能
性があります。この群落は江戸初期には、すでにある程度の群落になっていたことをこの木が裏
付けています。
　天狗原の横には、1601 年から 1615 年まで中仙道の本道が通り、天狗原を見渡す小野峠には
茶店があったとされます。一里塚も残され、ここを通っていた人たちは、奇怪な景色を地元に戻っ
て話題としたでしょう。文献では 1753 年佐久の瀬下敬忠氏が編纂した「千曲之真砂」の付録「国
中怪奇談之部」に伊奈郡南小野村天狗森枝垂栗之事として小野のシダレグリ群落が紹介されてい
ます。

ここでシダレグリが生まれる背景を検証しましょう。枝垂れる性質は樹木の植物ホルモン分泌
異常で生じます。シダレザクラの枝にジベレリンを作用させると、枝が立ち性に変化していきま
す。これはどの木にも表れる可能性がある突然変異です。森の中でシダレ性になった木は確実に
枯れます。光を求めて樹高を高くし、光の獲得競争をしている木々の中で競争をあきらめる樹形
になるのですから。シダレザクラや、シダレウメなどが、園芸品種として私たちの生活の場で鑑
賞できるのは、人の手によって管理されているからです。
　自然の森では、枝垂れの形質は発現してもすぐ消えてしまいます。枝垂れの性質は実生苗の段
階でわかります。人は珍しい性質を好み、人為的に選択して植栽するのです。シダレザクラを見
ると、日当たりのよい目立つところに単独で植えられているはずです。日本三大桜のひとつ、三
春の滝桜は傾斜地に単独で生えています。周囲には日当たりを妨げる木は植えられていません。
傾斜地は日当たりが良いだけでなく、上の畑から養水分が供給され、水はけもよいのです。滝桜
は昔、苗木を日当たりのよい斜面に植え、小さい苗の時は周囲の草を刈りとり、大切に育てた結
果、天然記念物にまで大きく成長したのです。
　小野のシダレグリ自生地も、村の人たちが毎月のように世話をして、少しずつシダレグリの株

葉が出始めた自生地 ３月下旬、雪解けが進む自生地全景
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を増やしていったはずです。少しでも手を抜くと 10 年も経たずにシダレグリ群落は雑木林に変
身してしまうでしょう。大正時代には小野シダレグリ周辺には、たくさんのシダレグリ群落が記
録されています。全国各地にも小さな群落は記録されていますが、戦後の生活の変化や森林組合
の用地転換により、消滅してしまいました。小野のシダレグリ自生地は大正９年７月 17 日に国
の天然記念物に指定され、地域の宝として認識されたからこそ現在まで、保存会の方々の努力も
あって現存しているのです。

　(3) 枝垂れの遺伝
通常の枝垂れる性質は劣性遺伝します。メンデルの法則では３：１の割合ですが、自然のなか

では法則通りにはいきません。シダレグリにも普通のヤマグリと同じクリの実がなります。小野
シダレグリ自生地では、シダレグリの実は天狗の食べ物として、昔から食べていませんでした。
自生地のクリの実は自生地で発芽して若木が育ちます。このことは、自生地内のシダレグリ同士
が交雑を繰り返す可能性が高いということです。特に小野シダレグリは枝垂れ性が劣性ではなく
優性の結果が出ています。4 本発芽すると 3 本は枝垂れるのです。クリは自家不和合性ですから、
自分の花粉がメシベに付いても実はできません。別の個体から花粉が供給される必要があります。
シダレグリの個体が少なければ、近くに生える普通のヤマグリの花粉が付きますから、シダレグ
リの性質は発現しにくくなります。小野シダレグリ自生地は、人が植えて増やしています。シダ
レグリの実でもすべてが枝垂れるわけではありません。枝垂れないクリの実生苗は、草やツル植
物と共にシダレグリ自生地から雑木あつかいで切り取られてしまいます。枝垂れ性の実生のみが
選択的に幼木として残されます。その結果の積み重ねが 998 本の群落になっているのです。近
くにあるクリの木が皆枝垂れ性なので、花粉交換する個体間で枝垂れる性質が濃くなります。そ
の結果、小野シダレグリ自生地のクリの実を播種すれば、7 割の確率でシダレグリになる播種実
験がなされています。600 年もの間、枝垂れ性の交雑が繰り返されてきた結果です。この歴史
的大実験だけでも、小野シダレグリ自生地の価値が推し量れます。

私も小野シダレグリのクリの実を 3 個いただき播種しました。無事発芽し 3 個体とも枝垂れ
ました。畑に植えた個体は 3 年目で花が咲いたのです。写真のとおり激しく枝垂れてアバレシ
ダレグリの様子を見せています。

５月の播種５年目の幼木 葉が茶色くなったクリ幼木
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　(4) 世界の宝「アバレシダレグリ」
　小野シダレグリ自生地のシダレグリが、ただのシダレグリではないことが大変重要なのです。
私があえて「アバレシダレグリ」と書くのは、小野シダレグリ自生地の大きな株になっているシ
ダレグリの樹形が、シダレザクラやシダレヤナギのように優美ではないからです。
　写真でもお分りの通り、稲妻のようにジグザグな枝ぶりです。このような枝ぶりになるには、
ジベレリン分泌異常の変異だけでなく、長枝先端枯れという、たいへん変わった変異を併せ持っ
ているためなのです。この二重の変異が現れるのは偶然が重なるといっても、かなり低い確率で
す。枝垂れ性だけでも樹木の生育に著しくマイナスなのに、枝がジグザグに折り重なる変異はさ
らに生育にマイナスです。見た目も奇異に感じるでしょう。この二重変異が長野の地で現れた原
因はわかりませんが、この変異に神や仏を見た人たちが、小野の村にはいたのです。天狗伝説に
ちなんで、この奇異な変異が出たシダレグリの個体を見つけ出し、周囲の木々を切り、天狗の食
べ物として植え増やしていくのです。一人の変人が始めたことなら、その人が死ねばシダレグリ
はすぐに消えてしまいます。村人が天狗原と名付けて、毎月のように草刈を続けて、奇形のシダ
レグリが持つ、木としてのハンディーを克服してきました。それも 600 年という長きにわたって。
　この文化的行為は、天然記念物としての価値と合わせて、世界に類を見ない光景を作り出して
います。シダレグリ自生地は世界に誇れる人の営みが作り出した景観です。この景観は保存会の
有志の志だけで守るべきものではなく、広く国の宝として全国の心ある人たちで、保存会の方々
と共に守っていくべきではないでしょうか。
　
　(5) この光景を発信しよう
　この自生地が意味するものは、日本の自然環境の多くは長きに渡り人の営みとの関わり合いに
より維持されてきたものだということです。木と人の文化的営みをこれほど鮮明に表している光
景を私は他に知りません。生産を目的に段々畑を造成したり、整然と開墾した畑の美しさなど人
の営みの景色はありますが、天狗のために維持している小野シダレグリ自生地の異様な景観は特
筆すべき景色です。生産性の無い、しかも二重に変異したシダレグリ自生地の姿を維持し続ける
文化性は世界が注目するに値します。縄文時代がヨーロッパの人たちから評価され、世界遺産に
登録される時代です。ぜひ皆さんの力を結集して世界に発信することを考えましょう。

幹は暴れながらも上に伸びる 落葉期にはジグザグの枝ぶりが青空に映える




